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ボーリング柱状図
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ボーリング名 調査位置 北        緯
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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670.37 0.50 0.50

転石混じ
り砂礫
(GS)

670.07 0.30 0.80 礫混じり
シルト
(M-G)

668.12 1.95 2.75

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

667.52 0.60 3.35

転石混じ
り砂礫
(GS)

666.87 0.65 4.00

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

666.47 0.40 4.40
風化溶結
凝灰岩
(Wtf)

662.86 3.61 8.01

溶結凝灰
岩
(Wtf)

淡
褐
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褐
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青
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緩
い

非
常
に
密
な
非
常
に
密
な

上部0.1mまで有機質シルト主体
0.1～0.5m間は崩壊性の岩塊礫主体
である
φ10～40mm程度の角礫混じりで
ある
シルトはやや有機質を呈す
礫はφ5～150mm程度の角礫主体
である
全体に粘土の混入が多くやや緩い

2.75～3.35m間は転石が連続する

φ5～40mm程度の角礫混じり土砂
状を呈す
若干の粘土分が混じる

風化著しくコアは破砕し細礫～一
部岩片状を呈す
岩級区分はCLクラスに相当する
亀裂間隔は10cm前後でコアは短柱
状～岩片状を呈すが円柱状で採取
される
亀裂面沿いの汚染はみられるもの
の比較的密着している
4.75～5.0mの斜め亀裂沿いに粘土
鉱物を挟む
5.1～5.2m間の斜め亀裂は幅3cmで
軟質化している
岩片は堅硬である
岩級区分はCMクラスに相当する
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